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はじまりは 1 枚の愛読者ハガ

キから

私が，今の活動を始めるきっか

けとなったのは，節約主婦として主

婦向けの雑誌「すてきな奥さん」に

取り上げられた2001年のことです。

雑誌の後ろについていた愛読書

ハガキをたまたま投稿したことが

きっかけで，掲載されることにな

りました。それ以来，幾度となく，

節約料理や節約の工夫を雑誌やテ

レビで取り上げられるようになり，

著書を出版する機会が得られ，今

は節約の講座・節約料理教室，講

演まで活動の幅が広がりました。

「もともとお料理や節約が好きだ

った？得意だった？」と質問され

ますが，私は料理も家計管理も苦

手で嫌いでした。そんな私がなぜ

今に至るのか振り返ってみると，

その苦手意識が逆によかったので

はないかと思うことがあります。

苦手だったからこそ「どうやったら

簡単にできるか」と考え工夫しまし

た。料理に対する固定概念がない

ぶん，自由な思いつきを繰り広げ

ていったのではないかと思います。

自由な発想をさせてくれた両親

そういった，暮らしに対する自

由な発想のルーツは，やはり両親

にあります。子どものころ，私は

少し人と違っていました。人の絵

を描けば，髪の毛を黒や茶ではな

く赤や緑に塗ったり，芋ほりの絵

を描けば，イモに目・鼻・口を描

生活で余裕もない，捨てるなんて

とんでもない！というのが私の考

えでしたが，簡単には合わせられま

せん。そこで，「残り物をそのまま出

すからいけないんだ。形を変えて新

しいものにつくりかえればいいん

だ！」と思い立ったのが，暮らしの

中の発想が煌めいた瞬間でした。

カレーが残れば，少し形を変えて

カレーコロッケや焼きカレーにア

レンジすると，目先が変わるので

新しいメニューとして食卓に出せ

る……これが「リメイクレシピ」

（残り物を新しい 1品にした料理

のこと）の発見につながりました

（写真 1：リメイクレシピ）。

捨ててしまいがちな煮汁もたま

ごのパックに入れて冷凍し，キュ

ーブ状にすればだしとして使える

ことなど，捨てる前にもうひと働

きする工夫も考えるようにもなり

ました（写真 2 ：捨てずに使い

きる）。

また，これをきっかけに，「なん

ちゃってレシピ」の発見やひらめ

きがどんどんと広がっていきまし

た。「なんちゃってレシピ」とは，

肉の代わりに肉でないものを使っ

て肉料理を作るなど，そのもので

はない代用品で作る料理のこと。

食費をあまりかけられない，でも，

ちょっとリッチな食事がしたいと

いうときに，欠かせない発想です。

豆腐やちくわなどリーズナブルな

食材を使って，お金をかけずに食

いていたり。時にはそのことでか

らかわれることもありましたが，

両親は決して否定しませんでし

た。むしろ「髪の毛は見る角度に

よって赤く見えたり，緑っぽく見

えるものだから，なにも間違って

ないから思うように自由に描きな

さい」と認めてくれました。この

ころの出来事は，今でも鮮明に覚

えています。

今，ユニークな節約料理を作っ

たり，節約アイデアを紹介するこ

とができているのも，こういった

幼少期の発想を，両親をはじめ家

族が大切に守り自由に描かせてく

れたからだと思います。「こうあ

るべき」という考えを押し付けず，

見たまま感じたままを自由に表現

できるという環境が，私の発想力

を培うにはとてもよかったのでは

ないかと思います。

アイデアレシピが生まれたきっ

かけ

結婚し，今まで苦手だった家計

管理や料理をしなければならない

状況で，最初からは発想力豊かに

暮らせたわけではありませんでし

た。生活環境の違う二人が暮らし

ていくにあたり，ぶつかることも

多く，その中でも「食べ残しをど

う扱うか」ということに，大きな

食い違いがありました。夫は「食

べ残しは捨てる」という環境で育

ち，私は「翌日食べる」という環

境で育ちました。もちろん，新婚
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卓を楽しむ工夫をすることが，何

よりの楽しみとなっていきました

（写真3：豆腐でなんちゃってドラ

イカレー）（写真4：豆腐でなんち

ゃってハンバーグ）。

発想が広がる，失敗を失敗と思

わない心

料理が苦手だったからこそ，料

理に対する固定概念がなかったの

で，幼少期のころのように自由な

発想を繰り広げられたのだと実感

しました。「自由に作って，失敗

は怖くないか？」ときかれますが，

失敗を失敗と思わないところも，

またよかったのでしょう。

例えば，こんにゃくを冷凍すれ

ば水分が飛んでスポンジのように

なります。これを「失敗」と言う

かもしれませんが，私はそう思い

ません。「それなら手でちぎって，

甘辛く煮ればスジ肉を煮たように

なる」と次の発想に頭の中が進ん

でいるからです。ひとたび発想の

スイッチが入ったら，「失敗」も

次の展開が広がるきっかけにすぎ

ないと思っています。だから，自

由な発想で作る創作料理の失敗が

怖くないのかもしれません。

Uさんとの出会い

このように，生活のひとつとし

てやっていた節約料理や節約アイ

デアも，今やそれを楽しみに待っ

てくれる人々ができました。雑誌

の掲載を心待ちにしてくれる人や

応援してくれる人，家族だけの範

囲だったことが，とても範囲が広

がっていきました。嬉しくありが

たい半面，その期待に応えなけれ

ば……というプレッシャーがなか

ったとは言えません。

期待に応えようと思えば思うほ

ど，スランプに陥るときもありま

した。今までは，生活の中だけで

やっていたことだから，なんのプ

レッシャーも感じませんでした

が，一度，それが仕事となるとま

た別です。誰でもできる，わかっ

てもらえるものを作らなければい

けないと思うと，これほど重たい

と感じるものはありませんでし

た。新しいレシピを作る過程での

失敗よりも，プレッシャーのほう

が怖かったです。

そんなとき，テレビの仕事で関

わった一人のディレクター U さ

んが，私の今後に大きな影響を与

えてくれました。仕事に対してと

ても厳しい U さんは，節約料理

を作る際もとことん追求し，こだ

わりを求めます。次々とお題を提

示してくれますが，私はただそれ

についていくのに必死でした。し

かし，あるとき「あなたに任せた

ら，なんの心配もない。絶対的な

安心がある。自分の感覚に自信を

持って！」と言われました。その

とき，「私は私の感覚を信じれば

いいんだ」とプレッシャー以上に

自分を信じることを教わりました。

書くことで身につく発想力

また，私はメモすることを習慣

づけています。思いついたことは

なんでもメモします。もちろん，

Uさんの一言も，家族からの一言

も，テレビを見ていて感じたこと

も……，心のアンテナにひっかか

ったことは，なんでもメモしてい

ます。書くことで頭の中に残るし，

ノートを振り返れば，スランプか

ら脱出する糸口にもなります。書

くということは，単に記録だけで

はなく，次のステップ（＝新しい

発想）のヒントにつながります

（写真5：日ごろ書いているメモ）。

新しいアイデアの開発やどんな

にスランプに陥ることがあって

も，メモにつづった言葉たちによ

って守られていると思いました。

そして今日もまた，食卓の笑顔

を求め，徳島の空の下で，新しい

節約にチャレンジし続けています。
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